

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ｃａｍｂｒａ 5５ 32.72 ４１．７６





































Ｄｕｎ 11 36.84 ３２．３１
Dunkerque 48.5746.51
Cahors ３ 46.93 2９，１７
ＬｅＨａｖｒｅ 145 48.96 34.42
Montlu9on 5６ 1２ 53.57 76.74
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I1MlWMlMiIl61 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































 817 7.066 81.7 8.6 









































































652 6.583 72.4 10.1 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































済経 1914 1896 
－－
不況期 好況期
たといえるのである。この結果は革命派組合の戦略、戦術にたいし
てさえも大きな変化をうながさざるにはおかなかった。
以上の歴史的変容をまとめると、「書籍労連」の運動は、第５ｌ嘔
図でしめされるように、経済局面、運動局面の二つの面によって両
側から規定された五つの時期に分たれるのである。
とくに一九○二年の転換は重要である。それは、「労連」運動の
歴史の質的転換といってよく、これを境に、現存する資本の蓄積基
盤を容認し、生産性向上の果実の分配率の改善をはかることをめざ
す、真のいゑでの「改良主義」を実体化していったといえるのであ
る。
八註ｖ
（１）三】ｎ房｝｛の弓ｍＲＣ戸Ｆの唾：ご目の厨①こぬ『かぐの叩司片目、の」⑪国ｌＥｇ》⑬
ぐ。一切〕】ｃ『』や戸。円い己。』。○。
（２）レロ皇同蟹己．：．：．》弓．９１日。
（３）田の目。（》○壱・ａ（，》シゴ』『殴昌》。ご・白［・》○ず．円】一一望の（団・切云。『高『》Ｐのい
く四ｍの、号砲『かぐの、のロ局『目・の色⑫９１】や患・一戸展抄目画一のご」弓②》弓・亀顛
の佇め〔二ぐ・》ＤＣ・》、日丙の⑰冒犀目・の叩扇ぎｌ］②易》ご『烏ジャソ・プー
ヴィ三権上・中原訳「フランス帝国主義研究」一九七四年、第六章。
（４）第二節の「賃金問題」を染よ。
（５）第二節の「労働条件・人事問題」を染よ。
154 
（Ⅳ）厘日。且富国｜旨く、日円・・・・ご・・】【・》ご・届》シロ身曾昌・・ロ・・岸．．ご・愚同時に、帝国主義化にともなう、国際的な価格上
昇ｌ金本位制の形骸化の下におけるインフレの昂進－による面も大きかったといえる。
（旭）さしあたり、］の：ＰゲＣ目】ロ】①》Ｆ四，１ｍの、函１８『の⑩一色司皀色色×閂〆。⑫】か。］の：甸吋：８．－コ震幻の『口の同８：ョ】ロロの）．］＆Ｐ層・
軌暉停３１ｍｍ』。
（型）『匡伜・ｇＣｍ・弓，ＢＰＩＳ、．
（焔）クフェールは、初期の段階でこの問題に力を注いだことをつぎのようにのべている。「労働者が奴隷化される罰金刑は象
とめない。規則にその条項が入っているときには、支部が介入した。労働災害法の施行以来、労働者にたいするいかなる控
除にも応じぬよう、中央委員会は積極的に活動した。」尻且瀞『》・已・・曰斤・も・圏・
冠）とくに初期の段階では、「賃金切下げ」と「女工代替」がほとんど組合さって発生していたことは、次節であきらかにさ
′~、グー、〆、’■、〆■、
１３１２１１１０９ 
、.ノミーノ、-ノ、-ノ、＝ノ
（６）第二節の「労働供給制限」を染よ。
（７）第５‐１表にもとづいて指示するが、前項でふた各図を適宜参照されたい。
（８）本稿では「労働時間短縮要求」を賃金問題の項目にまとめた。この要求はすでに象たように、「労働供給制限」、「賃上げ」、
「余暇時間の増大」など多様な面をふくんでいるといえる。第三章の組合政策という論理的次元では技術革新との関連で賃
上げを達成する「時間短縮」の面に着目して、「生産制限」に分類した。ここで賃金の項目に分類した理由は、消極的には、
統計年鑑の分類にしたがい（ただしＥとＦとは入れかえてある）、他項目との鵠〈ラソスを考慮したためである。が積極的に
は、狸得要求という実践的な次元においては、「現行賃率を維持した、あるいは賃上げを条件とする」という実収賃金の維
持拡大をいぶする点がより重要ないみをもつと考えたからである。
（９）⑫冨［・」のい、乱『の⑫】后Ｂご己・国。⑰‐
（、）の斤自・曰の⑪、『かぐの⑫．】⑬患・己。⑬、、．
れる。 閂ケ甸邑・》桿②つい》ロ。⑭。⑭。
■ケ〕」。ｕ】②◎⑬や己。⑭Ｃ』・
閂ず】」。。】②Ｃ⑪。ごｏの】⑪。
155フランスlこおける大衆型労働組合運動の展開
（幻）目宣』・》巴ＣＰで・臼鈎
（四）弓二・・℃。、函、．
（卯）向・三由－旨く四三』ご句百・》○℃．。】【・）己已・頤⑬ｌ⑬』・
（、）シロユ『曾昌・◎己．＆【・）や、Ｃ・
（理）さしあたり、。・杵の｛国目：・・岸・を承ょ。
（羽）三・での『『：８．Ｃ一斤・》弓・ｇｌ農・
（型）○ショヶ『。、一の［富・『色巨］》。ご・＆【・》】』⑤い》ロロ．、四Ｃｌ巴】・
（妬）勺の『『２》◎己．。』［．。ご・の四・
（恥）印刷工より早かったのは、一八七○年の製帽工のみである。その後設立された主なしのは、炭鉱夫（八一一一年）、製靴工、
家具工（八九年）、建築工（九二年）、繊維工（九一年）、機械工（九九年）などである。。・ぽ｛『：・・・で．。】［・》ごロ・豊囚ｌ』Ｓ・
（幻）少の。ご『・【弓・もや』圏！〕認》円の：めいの月・で．ｇ【・》ロ・『屋．この組合許可法には、組合規約と責任者の届出が義務づけられ、
結社の目的を職業上のものに限るなどの問題点があり、とくに集産主義者の反感をかい、一八九三年にはこれに従わないパ
リの三一一一組合が政府によって解散させられた。
（躯）Ｃショヶ『Ｃ巴の［富’目２－Ｃ己．＆一・》で・噛置・
（”）ショユ『函昌》○℃．＆（・》つ⑭①。
（犯）Ｃ写・目一一一量の二両．⑫ケ。［ｑ〉《（しロ：一①⑫ｇｏ己．。－［・》百・⑭『Ｐ
（皿）勺曾『Ｃ一》○壱・９斤・・己ロ・』』ｌ⑤。。
（型）弓二・》ロ．①、
（鋼）シｍ・耳．ごロ
（妬）、［鼻・ユ研、『⑰このいご后Ｃ『。ご・ｇム
ク
（あ）シロ号曾三・．己・白戸・》ごロ・ｍｍｌｍ『
（謎）の［図冒切】◎壱
で。】③唾。
、民。】ご己。、』１ｔ⑪⑭》の戸隼一・
■ 
ロケ一」Ｊ】や」。⑪で。③←『
156 
われわれが設定した課題は、印刷工の賃労働的特質と、その労働市場構造とを分析基軸にすえて、彼らが形成し
た組合運動の総体的な検討をおこなうことにあった。そしてこれまでの分析をつうじて、以下の諸点があきらかに
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
まず第一に、「書籍労連」の中核となった活版植字工は、すでに伝統的な熟練エの特質を解体され、「低熟練」工
化しており、彼らの採用した組合政策はまさにその「低熟練」工化に対応したものであった。すなわち、それは広
く印刷労働者を糾合した産業別組織を形成して労資間の力関係の改善をはかり、取引力の強化をねらい、また労働
市場の流動化を極力抑えることによって失われゆく職業的利益を擁護しようとしたものである。その具体的な政策
は、徒弟規制、女工排除、高額組合費、充実した共済業務、といずれも一般に熟練工の職能組合の特権的な属性と
象なされていたものであったが、「書籍労連」にあっては、その本来的な機能を喪失し、没落せる一‐低熟練」工の
防衛策として新らしいいゑを与えられていたのである。
かかる印刷工の「低熟練」エ化は、一方においては資本主義の進展にによる産業構造の変化にともなう、伝統的
熟練エの全般的な没落によって規定された面があったが、他方においては、一八七○年代の免許体制の廃止にはじ
重る印刷業の構造的な変化、という特殊印刷工的な要因によってもたらされたものでもあった。人為的に市場の自
由化、拡大をうながしたこの構造的な変化は、当時のフランスの産業構造が先進国イギリスに比して相対的に立ち
おくれており、広汎な新たな雇用機会を生象出しえなかったがために、農村から切りはなされて次第に都市に堆積
しつつあった停滞的過剰人口の圧力をつよくこうむって、とくに印刷工の過剰化となってあらわれたものと考えら
結
三Z星
iilllJ 
157フランスにおける大衆型労働組合運動の展開
（１） 
れる。このいゑで、フランス資本主義の特質をきわめて鋭い型でしめしているｊものとい、わざるをえない。
第
二
に
は
、
こ
う
し
た
資
本
主
義
の
発
展
段
階
に
対
応
し
て
、
組
合
運
動
は
い
か
な
る
歴
史
的
変
容
を
と
げ
て
い
っ
た
か
が
あ
き
ら
かになった。それは、初期における徒弟、女工を積杼として低賃銀労働に依拠した印刷業の蓄積基盤そのものを問
題
と
し
、
こ
れ
に
攻
撃
を
か
け
る
性
格
を
も
っ
た
「
労
働
供
給
制
限
」
の
政
策
か
ら
、
印
刷
業
に
お
け
る
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
が
す
す
ん
だ
ほ
ぼ
一
九
○
二
年
を
境
に
し
て
、
労
働
時
間
の
短
縮
と
植
字
機
械
の
規
制
な
ど
を
手
段
に
生
産
性
向
上
の
果
実
の
分
配
を
要
求
す
る
「
生
産
制
限
」
政
策
へ
と
転
換
を
ふ
た
事
実
に
よ
っ
て
答
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
転
換
は
同
時
に
、
賃
銀
政
策
に
お
ける「出来高払給」から「時間給」化要求へ、また「全国一律賃率」から「地方賃率」および「最低賃率」の導入
へ、と獲得目標の転換をはかったことと、さらには共済活動における失業手当の創設、職業紹介業務の開始などの
変
化
と
、
大
き
く
糸
れ
ぱ
照
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さて右の組合政策の転換は、一方においては資本に対する力関係の客観的な秤量に仁もとづいた、より現実的
で
、
か
つ
有
効
な
労
使
関
係
を
、
全
国
的
な
労
使
合
同
委
員
会
の
制
度
化
と
協
約
体
制
の
確
立
と
に
よ
っ
て
、
生
承
出
そ
う
と
す
る
方
向
に
む
か
う
こ
と
を
い
ふ
し
た
が
、
他
方
に
お
い
て
は
、
改
良
主
義
を
実
体
化
し
て
い
く
過
程
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
そ
れ
は
、
「
目
覚
せ
る
少
数
者
」
の
自
然
発
生
性
と
突
出
性
と
を
重
視
し
た
革
命
派
の
組
織
論
と
は
は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
た
、
大
衆
に
基
盤
を
お
い
た
「
組
織
的
方
法
」
に
依
拠
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
革
命
的
目
的
の
ま
え
に
職
業
的
利
益
の
擁
護
を
優
先
さ
せ
る
も
の
で、他の西欧先進工業国に支配的な労働運動にほぼ共通した方法による運動であったといってよい。
し
か
し
他
の
西
欧
諸
国
に
あ
っ
て
は
一
般
に
、
職
業
的
利
益
を
追
求
し
た
労
働
運
動
が
、
同
時
に
政
治
変
革
を
め
ざ
す
社
会
主
義
政
党
に
よ
る
政
治
運
動
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
も
か
く
も
労
働
者
階
級
の
解
放
を
具
体
的
に
展
望
す
る
方
向
へ
と
む
か
っ
て
い
た。が、革命派と同様にサンジヵリスム（組合主義）の立場をとり、一切の政治党派を承とめないフランスにおけ
158 
第一尼は、他の産業分野ではほとんど承られなかった、労使合同委員会における団体交渉をつうじて職業的問題を
大衆的に解決していく伝統が、一九世紀中葉以来印刷エ組合にはかなり広汎にゑられたことである。革命派組合に
おいても、組合員大衆の段階では職業的利益の擁護が強い関心をよんでおり、事実一九○六年以降は革命派も次第
に団体交渉、協約体制をめざす方向にむかわざるをえなくなるものの、一般にはそうした大衆的要求をくみあげる
化、「低輸
を、産別唐
と
い
え
る
。
る大衆型組合は、職業的利益の追求に組合活動を収散させればさせるほど、「雇主Ⅱ賃銀制の廃棄」という社会変
革の目標はたんなる理念にとどまり、その実現をはかる実践的方法はますます遠のいていくことになる。まさに
「教義なき組合主義」に行きつかざるをえなかったのである。
われわれはかかるい染を含めた積極的な概念として、ここであらためて「改良的組合主義」⑫目昌８房目の
（２） 
Ｈの［。Ｈ目⑰（のを規定しうると考える。ここに第一一一の問題点があきらかにされたのである。
ところで、こうした大衆型組合が、なぜ印刷工に成立しえたのかを簡単に考察しておかねばならない。もとより
これに全面的に答えうるためには、なおいくつかの研究過程が必要とされることは、行論でふれたとおりである。
まず第一の要因としては、すでに祥述したように、全体として没落しつつあった旧熟練工のうちで印刷工、なか
んずく活版工がもっともその影響を強くこうむっていたことに求められるであろう。一九世紀半には、旧熟練職種
中もっとも上位にあった印刷工の賃銀水準が、一貫してより激しい低落傾向をしめし、第一次大戦前にはもっとも
低い水準にまで落ちていた。そして他産業に例をふない免許体制の撤廃という構造的変化によって、印刷工の過剰
化、「低熟練」工化は、他のいかなる旧熟練職種よりも激しかったのである。このために、みずからの職業的利益
を、産別原理にもとづく大衆的基盤に依拠して擁護していくことが、彼らの最大の関心事とならざるをえなかった
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まず第一に労働力形成の面から糸ておこう。資本主義化の進展にともない、一方では繊維、金属、建築、港湾な
（５） 
どはじめとする未熟練工業プロレタリアと、他方では機械工などを中心とする新らしく発生した工業熟練工とが徐
交に増大しつつあった。が、その反面伝統的な旧熟練工は、熟練技能を解体され、次第に没落しつつあったことは
理念と制度とが確立されてはいなかった。が、印刷工にあっては、組合員の大衆的要求が反映される組合機構と、全
員
投
票
を
頂
点
と
す
る
多
数
決
原
理
に
も
と
づ
く
意
志
決
定
の
方
法
と
が
早
く
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ら
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て
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り
、
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を
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て
職
業
的
利
益の追求がはかられていたのである。
第三には、右の方法を支える組合員大衆の知的レヴェルが相対的に高い水準にあったことも、その要因の一つに
かぞえられるであろう。印刷工は書籍の印刷、という知的内容に比較的つうじる機会にめぐまれており、一般に多く
（３） 
の国において、印刷労働者の政治意識がかなり高かったことは周知のとおりである。それは一方では革命派の指導
者を多数輩出する基盤となってあらわれたが、他方ではとくに、革命派にふられた少数の先導者と眠れる大衆とい
う、組合指導部と大衆とのあいだの越えがたい乖離を、多少とも縮める結果となってあらわれたといえよう。
つぎに、それではなにゆえにこの時期において、大衆型組合が印刷工のほか鉄道、機械、煙草などの限られた分
（４） 
野にしか影響力をもち農えずに、少数派としてとどまらざるをえなかったのか、が問われなければならない。
これは消極的には、先にふれたように、大衆的基盤と切りはなされた革命派組合の組織原理が、組合員大衆の意
志を反映した大衆型組合政策を打ちだすことをきわめて困難にしていた事情に求められなくてはならない。が、積
極的には、当時のフランス資本主義の構造的特質、すなわち広くいえば「相対的後進国」にある程度共通して承ら
れる資本蓄積のあり方にフランスの歴史発展の特殊な性格が加わった、構造的特質に帰されなければならないよう
に思われる。
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行論でみたとおりである。しかし、こうした資本蓄積の進行は「相対的後進国」に固有な現象として、きわめて綾
未熟練工は比較的小規模な形で分散しており、政治意識も低かったために、一般にまと責った組織的な組合運動を
生象出す力は弱く、その組合運動にたいする政治的傾向も複雑であった。すなわち、一方においては．くりの建築工
や港湾労働者にみられたように、賃上げを要求する比較的自然発生的かつ激発性のつよい争議にむかい、革命派を
（６） 
うけ入れる傾向があった。が、他方においては、とくに北部の繊維や鉱山労働者のぱあいのように、ゲーディスト
（７） 
社会主義政党の指導をうけ入れる傾向も少なくなかった。これはのちに梁る旧熟練工と異なり、もともと工場プロ
レタリアとして発生してきており、職人的意識が稀薄であり、独自の政治意識も、革命的伝統も体現してはいなか
ったがために、社会主義政党の指導を抵抗なくうけ入れ易かった事情によるものであろう。
つぎに新熟練工のぱあいは、一般にきわめて高い賃銀を得ており、童た全体に稀少であったために、特権的な地
（８） 
位を享受することができて組合活動に冷淡であり、組織率も低かった。やがて、とくに一九○七年恐慌をつうじ
（９） 
て、新熟練工自体もかなり分解がすすみプロレタリア化していくが、それ以前の段階においては、この新熟練工は
旧熟練工が上昇転化することによって形成され、またその過程も緩慢であったことから、職人的残津をつよくとど
めており、少数の意識的な活動家はむしろ革命派にむかったのである。
こうして、この時期の労働運動の主要な担い手は旧熟練工とならざるをえなかった。彼らは一九世紀末に本格化
した、あたらしい工業化の波にとりのこされ、産業構造の変化の衝撃をもっとも強くこうむった。とくに機械化の
進展と工場制度の普及とが、伝統的な職人的労働編成を解体させるにいたった。長期にわたって彼らが誇りにして
きた職人的技能は無意味化する傾向にあり、労働規律、労働密度が強化されるにつれて労働にたいずろ労働者の主
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体性は堀崩され、人間的尊厳と自由との侵害とがすすんだ。さらには、労働の場と生活空間との統一的な調和世界
が崩壊しつつあり、彼らの疎外感はますます昂まらざるをえなかった。こうして、たんなる現実への改良的な対応
にとどまらず、ようやくその矛盾を露呈しつつあった資本主義体制そのものへの、強固な体制的敵意が広汎に生朶
出されてきたといえるのである。
かかる旧熟練工の反体制意識は、資本主義化の緩慢な進行によって一層強化されていった。すなわち、一方にお
いては、急速に分解されて未熟練工化、プロレタリア化していく条件が弱く、かなり長期にわたって層としての旧
熟練エが大量に残存しつづけえた。同時に、他方ではなお一定の熟練職種として未熟練工に比して相対的にめぐま
れた賃銀、労働条件を維持しえて、みずからの職業的利益の追求から比較的自由であり、フランス革命から．くり。
コミューンにいたる数点の革命的運動によって培れた、その革命的伝統、政治的意識の高さを保持しえたといえ
る。こうした「長びかされた解体」を強いられた旧熟練工が、伝統的な職人的世界の崩壊を痛烈に自覚して、職業
的利益の追求の前に、社会変革の欲求を前面におし出すにいたったのは当然であった。
第二は、右と関連して、資本の対労働者意識のなかにも少なからぬ理由が認められる。すなわち、工業化の緩慢
性によって、使用者の労使感覚はいつ室でも家内工業に依拠した家父長的意識の枠から抜け出しえなかった。この
ため労使間に対等の関係を認めず、組合活動に対して激しい敵意をかくさず、正常な団体交渉、労働協約が一般化
しにくく、組合運動による職業的利益の追求がきわめて困難な情況におかれていたのである。
最後に、第三共和制における社会主義政党の限界を指摘しておかねばならない。これらの社会主義政党は総じて、
労働者の諸要求をくふあげて政治の場において方向性をあたえ、有効な戦略を立てうる政治理論、実践活動が欠け
ており、急進党プチブル層と結合して、形骸化した議会主義の枠内で共和政をめぐる政治抗争に終始していたので
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それでは、ヨーロッパにおける、より後進性の強かったドイツのぱあいに比較するとどうなるであろうか。Ｊもと
よりこの点の解明には、歴史発展の相違や文化伝統の差異など、多面的な検討を要することはいうまでもない。
が、フランス労働運動の特質を、より普遍的な視野から検討しなおすために、さしあたり本稿に関るかぎり、ここ
で簡単な仮説的展望を試柔ることはゆるされるであろう。周知のように、ドイツの労働運動は一九世紀末以来、社
会民主党の指導？もとにめざましい発展をとげたのであり、労働者が独自の革命的組合主義を形成することはなか
った。これを説明するには、一つの見方としてフランスにたいするドイツのより後進性と、また逆に先進性との両
面から接近することも可能であるように思われる。
まず後進性の面である。ブルジョア革命は挫折し、長期にわたる領邦国家の分立により国内の統一は遅れ、資本
主義の発展もフランスに比してきわめて緩慢であった。このため都市における労働者、なかんずく「旧型熟練工」
層の形成が弱く、革命的思想や運動の蓄積も不充分であったといえる。労働者の主体形成はこうしてフランスに比
して大幅に遅れることに結果したのである。また国家権力の点からすれば、経済的後進性と封建性の強固な存在を
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こうして、フランスに特異な歴史発展の過程ともいえる大革命以来・くり・コミューンにいたる数灸の革命的伝統
を担い、きわめて高度な政治意識をもった大都市の旧熟練労働者は、いきおいゑずからが自立して、社会主義政党
ウ
ヴ
リ
エ
イ
ス
ム
とは異なった労働者主義の政治勢力を形成して、社会革命の主体となることを余儀なくされた。革命的組合主義が
旧熟練工に支配的となり、改良派大衆型組合主義が十分影響力をのばしきれなかった要因は、右のような諸条件に
（、）
あ
る
。
こ
の
上
えられよう。
この点も大きく承れば、
相対的後進国に広くふられる未分解のプチブル層の広汎な残存から生じていたと考
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先
に承たように労働者の主体形成が不充分である以上、イギリスのように労働者が政治党派を生朶出していくという
形をとる一」とは不可能であり、またフランスのように労働者が独自の党派を結成して、労働者の外にある政治党派
に対決しうる条件もなかったといわねばならない。こうした理由から、ドイツの労働者階級はインテリゲンチャを
中核とする社会民主党の指導をうけ入れるにいたったと考えられる。
つぎに先進性の面を考えてみよう。周知のように、ドイツは一八七○年以降急速なエ業化をすすめた。株式会社制
度に依拠した、銀行資本と炭鉄複合体との癒着による重化学エ業化がすすんだのである。この結果、やがて大量の
未熟練工が急速に形成されることになった。工業プロレタリアであるこの未熟練工は、すでにフランスにおいて墨
た
よ
う
に
、
独
自
の
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的
伝
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を
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比
較
的
容
易
に
社
会
主
義
政
党
の
指
導
を
う
け
入
れ
る
傾
向
に
あ
ったといえる。きわめて政治化する傾向が強く、社会主義政党の指導をうけ入れたドイツ労働運動の特質は、それ
を指導した政党の指導性と理論水準の高さを別にしても、右の後進性と先進性との両面から、ある程度説明ざれえ
最
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（皿）
ている「旧型組〈ロ」から「新型組合」への発展の図式との関連を簡単に考察しておくことにする。もとより、これ
も仮説的展望の域を出ないが、相対的後進国の労働運動の発展の型が、先進国のそれとどのように相違するか、と
い
う
先
に
も
問
題
に
し
た
課
題
に
接
近
す
る
一
助
と
な
ろ
う
。
「書籍労連」が採用した組織原理が、あらゆる職種の印刷工を糾合した産業別組合を志向するものであり、また
団体交渉、協約体制にもとづいて組合圧力を有効に行使することによって、労働者の職業的利益の追求をめざした
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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一九世紀末から二○世紀に入っても、フランスの資本主義の発展は緩慢であり、むしろ国際的には独、米に追い
越されていく傾向にあり、大量の未熟練工が急速に形成されていく条件はとぼしかった。加えて、帝国主義段階を
むかえて両極分解傾向は鈍化を糸せていた。こうして旧熟練工は長期にわたって、解体没落の過程をたどることに
なる。そのうちでも、もっとも没落傾向が激しく、大衆型組合の伝統の強かった印刷工が、先進国イギリスのよう
腫未熟練工としてではなく、「低熟練」工として、「新型組合」に近い産業別組合を形成せざるをえなかった。それ
一一とは、主として未熟練工を汎職能的に組織して労働争議を主要手段とした「新型組合」にきわめて近い性格をし
めしていたものといえる。がその反面、事実上未熟練工を包摂しえず、またとくに活版植字工の職能別組合化の傾
向が強かったこと、入職規制による労働供給の制限、高額組合費、充実した共済活動をおこなったこと、などから
糸れぱ表面的には「旧型組合」的特質をもしめしているとわねばならない。
しかし右の特質は、その表面的な類似性にもかかわらず、熟練工の特権維持政策として機能していたのではな
く、実は旧型熟練工が解体された結果生じた未熟練工的傾斜をつよくになった、「低熟練―工の防衛策として採用
されていたのであった。フラン一〈においては、運転工などのごく例外的な組合をのぞいては、イギリス型クラフト
・ユニオン、熟練工の職能別組合はついに成立しえなかったといえる。先進国イギリスのぱあいには、一九世紀中
葉のヴィクトリア朝期に「世界の工場」として世界経済の基軸的地位をしめることによって、産業のいちじるしい
発展がもたらされ、熟練労働者の経済的基盤が強化されたことは周知のとおりである。クラフト・ユニオン確立の
根拠は、ここに求められる。が、相対的後進国であるフランスのぱあいには、もともと資本蓄積は脆弱であり、イ
ギリスのように特権的な地位を享受しえなかったがために、熟練工もまた、強固な力関係を生糸出しえなかったと
い』ｚ｝Ｃｃ
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は低「熟練」工の組合であるがゆえに、｜‐旧型組合」の残津をとどめていたといえるのである。
（２）改良主義の呼称は革命派から与えられたものであり、改良派が象ずから称したしのではない。が、Ｃ６．Ｔの議事録など
では、発言者の傾向を区別するための所属流派の呼称として正式にもちいられており、改良派もあえてこうした名称に異を
となえることばなかった。その内容にいたると、かならずしも正確な規定がなされていたわけではなく、論者、研究者痘』よ
ってかなり窓意的な用い方をされている。たとえば、。◎嘩斡’９『§Ｃで・鼻・も己．温の｛⑫曰く・を象ょ。
両大戦間にいたり大陸の社会主義者により、かなり厳密なかたちで概念規定が提起され、ニーーリー〈・ドッブにしたがえ
ば、｜労働組合が、労働者の生活水準の改良のために団体取引によって闘争」し、それを「賃金制度内部における『実現可能
な」あるいは「合理的な』ものに局限すべきである」と主張する集団であるとされる。冨目『一同・ＣｃＥ三轡昶の“》］。怠》一号
』霊’一窒氏原正治郎訳『賃金論」新版、昭和四一年、二二七’二二八頁。
（３）さしあたり、ｍの一一ｍ句Ｒ一目目．シ［胃。ごＣ〔一一］の一色弓・〔派０４８７９９０１８４’７８２や－９０’四３躯
目・く缶目の二一．ご崖一】・瞠忌・松井七郎訳「労働運動の理論」昭命３５１４３１５５５４’１
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いては旨」》弓・噛目ｌ⑭ご》同訳書、二四五’二六二頁。ィ良
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クリアについては河野穣『イタリーノの危機と労使関係』一改業極具築ソ星章工属工道員の版籍械草・》廼維一
Ｐｅ 
九七六年、二一一’一一一一一頁を家よ。
織
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（４）一九○四年のプルジニ大会は、革命派の多数派形成が完成
一
ｍ
｜軍械一
したものとして重要な大会であったが、このときの代議員の組農食家建・〈床皮石金模一銭職く石書機煙一陸機織一
一
ｅ
革命派、改良派の主要組織の党派別の区分は下表の通りであ
八註Ｖ
（１）加工業一三
年一・五％、
シ【ＢＣＣ“す⑰Ｐ
】』、学』己・瞠③⑤。 ごユニ鋤［『一・ｍ烏寓目、｛・『目昌Ｃこのうちで、書籍産業がしめる就業人口の比率は、一八六六年○・九％、一八九六
く一八九○年一・七％、一九○六年一・八％となっており、かなり急速な発展をしめしていたといってよい。
毎房固くｏ一色二○百」の一■壱○℃臣一蔦一．弓蝕ｇご句のロ同国口伝の」ので巳⑬。①昌毎■唖や旨←（向冒」２の［ｎｏロ｝Ｃロ色目Ｈの弓冒巳・）巳。
166 
ｐ○・弓・》目Ｃ『、：】⑫島Ｃｐｏ皀己か『⑦叩］呂邑ｌ】９ｍ》幻黛。『旦切（の⑰①［『ｇｏ｜具】◎目色胃の》〔“・」・〕
（５）機械工曰の。§一・一・口は、印刷工と同様に、その賃労働範鴎の内部格差はきわめてはげしいはずであるが、これをあきらか
にしうる資料はきわめてとぼしい。大まかにいえば、一九世紀末までは、手工業的な機械大工や鉄道修理工などをふくむ旧
熟練工であった。が、やがて自動車産業を中心にして汎用機械工が養成されていった。イギリスの機械工については、徳永
正良「イギリス鐘労働史の研究」一九六七年を染よ。
（６）、（２『口吻》Ｃロ・・Ｆ己．ｇ・未熟練工はとくに経済変動や季節変動による失業の脅威にさらされており（たとえば、港湾労働
者のぱあい、冬枯の季節には失業率は一一一○％にも達していた）、きわめてラジカルな不満をいだいていた。
（７）ゲーディストについては、○一：」・二三国且胃、、口⑦國已胃・銅・】①認とくに第三部を承よ・
（８）たとえば自動車産業における機械工は、賃金は一○’一五フラン（当時の旧熟練工は七’九フラン）であり、組合組織率
は一四％であった。向二の：⑦国・尿．Ｐ動切冒島：このめ：『１の『⑫』：⑫一・】己邑⑫一『一の目｛◎曰◎ず二の．』ｇや》ロ・団・
（９）一九○七年恐慌をつうじて、約半数にものぼる首切りがおこなわれ、それを生きのびたものは、単能工化していった（旨』・・
ロ・困）。たとえばルノーエ場のぱあい、一九○六年の労働力構成は、熟練工八五名、未熟練工一六六名であり、一九○八年
にはテーラリズムが導入された。”皀己・弄目筐：“・ロ・西】、［・弓の」の唾巨酸冒の吻宛の口目一【・這目》ロ・『」・
（、）たとえば喜安朗「フランス第三共和政の形成と政治支配の論理」「歴史学研究」三五○号、を承よ・
（ｕ）さしあたり、良崎晴哉「ドイツ労働運動史」一九六一一一年、言・一碕自、シゲの己『・［〆切・島一ｍの、。二一・胃・」の『の屋『・鳳一の・二のご
シ『圖戸の『ずの三の、：、）】②鼠野村修訳『ヨーロッ・〈労働運動史」一九六八年、切芹図日のい》・ロ・具・》□で・ＳｍｌＳｍを糸よ・なお
このスターンズの著書では、英独に比較したフランス労働運動の特異性をロック・アウトや雇主の組織率（で・閏）、階級意
識（勺・臼）、暴力化ｅ・目）、争議の長さ（己．。）、反インフレ闘争（己・巨、）などについて、部分的ではあるが興味深い指
摘をおこなっている。これを総体的にとりあげ、歴史的要因や論理の筋道をあきらかにすることが残されている。
（⑫）さしあたり、ご・Ｃ・臣・ロ・口［．．ごロ・］『、！】豊訳雷二一四’一一二四頁を糸よ・
った。
